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	「何を聞けばいいか分からない」を卒業して、今日から AIに"仕事を手伝わせる"ための一冊。
	まず最初に知っておいてほしいこと
	・すべてのテンプレは”完成品"ではなく “会話のきっかけ"です。
	・返ってきたAIの答えを、自分なりに少し直したり、追加質問することで、自分の言葉・自分のビジネスに合った形に育てていく前提で作っています。
	・正解は1つではありません。「AIに丸投げして終わり」ではなく「AIと一緒に考える」位の距離感で使うのがち ょうどいいです。
	基本の使い方ステップ
	テンプレを選ぶ
	{ } の中を自分用に書き換える
	追加質問や修正を重ねる
	実際に使ってみる

	業種・フェーズ別のおすすめ導線
	・これから 開業‧副業を始めたい人
	A：ビジネス基盤
	D：LLMO／SEO→ サービスの整理‧キーワードの整理から スタート
	・すでに動いていて、集客を強くしたい人
	B：SNS‧ファンづくり
	C：LP‧導線→ プロフィール‧LP‧投稿設計に集中
	・仕事の効率を上げたい‧人手が足りない人
	F：内部効率化→ 議事録／マニュアル／メールのテンプレから使う
	注意点と安全のためのポイント
	テンプレだけでできること
	コーチングと一緒にやると伸びる部分
	こんな方は、AIコーチングが特に向いています
	メモ欄
	HS式 AIビジネス即効テンプレ集


